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第13回目 

第14回目 

第15回目 

第16回目 

第17回目 

第18回目 

第19回目 

第20回目 

第21回目 

第22回目 

第23回目 

第24回目 

第25回目 

第26回目 

第27回目 

第28回目 

第29回目 

第30回目 

割合

履修上の心得・ルール

レポート

調査報告書

小テスト

筆記試験により、学習成果を確認する。

教科書と参考図書

成績評価の方法と基準
評価の基準

Let's Write and Communicate! (金星堂) ￥1850-（税別）

授業参加態度
授業内容に対して問題意識をもって聴き、理解しようとする積極的な態度。授業を有
意義かつ活性化することに貢献する態度。

毎回、授業の始めに前回学習した内容の確認テストや、10分程度の自由会話作文を実
施する。

中間・学期末試験

英語でコミュニケーションを取るための揺るぎない基礎力を磨ける良いチャンスです。週2日のタイトなスケジュールを楽し
みましょう。

発表内容（態度含む）

その他

まとめと試験（答え合わせ・解説など）

評価の領域

佐野短期大学シラバス2013

単位数

2単位 必修

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

講義棟3階 授業中に指示します

第1回目 

第2回目 

第3回目 

第4回目 

第5回目 

第6回目 

第7回目 

第8回目 

第9回目 

第10回目 

第11回目 

第12回目 

授業の方法

授業の概要

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講することが望まれる科目

Introduction(授業の方針、進め方、評価方法等の説明）

授業の到達目標

特になし

担当者に関する情報
オフィスアワー

木、金曜 9:00～18:00
授業時間を除く

大学生の日常生活をトピックにしたテキストを用いて、自分の考えを自由に表現するために、英作文の力をつけ、話す力へと
繋げる。

①自分の考えを英語で表現できるようにする。
②文法の基礎知識や短熟語の増やし方、辞書の活用法などを理解できるようにする。
③英作文の力をつけ、話す力へと繋げることができるようにする。

１課を2回の授業で学習します。前の授業で学習範囲と発表者を当てておくので、予習前提の授業進行です。毎回、習熟度を
確かめる小テストを実施します。小テストの範囲は、事前に通知するので、覚えて使えるようになる喜びを目指して頑張りま
しょう。

開講年次 開講学期 曜日・時限
Subject　Name

学習の成果

授業のスケジュールと内容

英作文

氏名

堤　裕美子

授業の形態

科目名

授業の性格

演習

特になし

（特になし）

この授業を履修するとあなたは
①これまで学習した英文法について、自分が理解できているところと理解不十分なところを明確に認識することができる。
②日本語と英語の間にある言葉の仕組みの違いを徹底的に確認することによって、文法に対する知識を深め、正しい言葉遣い
へのセンスを磨き、会話力へ繋げることができる。
③短期大学生として恥ずかしくない英語を話すための基礎知識を培うことができる。

1年 後期 月曜4時限・火曜5時限


